
自民ク・公明
な
 ど
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 日本共産党の活動に
 ついて紹介します。

かずえ
プロフィール

久永

４
月
21
日
市
議
選

で見きわめを3つのポイント 市
政
に
誰
を
送
れ
ば
私
た
ち
の
思
い
は
届
く
の
か―

―

３
つ
の
選
択
ポ
イ
ン
ト
を

提
案
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

子育て ・ くらしに優しいまちへ 4期目も全力でとりくみます

●大府市議〈3期 12 年〉

新駅計画は
　　  中止に

新
駅
は

あ
き
ら
め
る74％

キッパリ

●市民アンケート
    より

市民多数の思いは
ハッキリ。
〈本紙前号で 85%と報じました
が訂正しお詫びします。〉

思 声いにこたえ を届ける人こそ

自民ク・公明
自民ク・公明

な
 ど

1968 年 7 月宮崎県生まれ。大府市等で学童保育指導員。2007 年 4月大府市議初当選。
横根町名高 91-1 在住。家族は、母、夫、子ども 4人〈高・中・小学生〉とミックス犬。

高
い
水
道
料
や
国
保
税
に
「待
っ
た
!
」

負
担
軽
減
を
提
案

ム
ダ
事
業
や
議
員
報
酬
引
き
上
げ
に
反
対

く
ら
し
応
援
へ
全
力

「も
う
ウ
ン
ザ
リ
だ
」
の
思
い
共
有
し
て

力
あ
わ
せ
政
治
転
換

お手盛り
とは…

自分の利益になるように自分で取
り計らうこと。　　　〈広辞苑より〉
　〈用例〉 ――の給与引き上げ

　

知
多
半
島
５
市
で
最
高
額
の

水
道
料
金
〈下
図
〉

は
、
少
水
量

利
用
者
に
見
合
う
料
金
体
系

新
設
な
ど
負
担
軽
減
を
。
県
の

運
営
に
移
り
１
・
１
万
円
も
引
き

上
が
っ
た
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
、

と
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
税
金
を
30
数
億
円
も
注
ぎ

込
ん
で

「見
通
し
な
し
」
の
新
駅
計

画
は
、
市
民
の
声
を
聴
い
て
中
止
す

べ
き
。
く
ら
し
が
楽
に
な
ら
な
い
と
き

に
議
員
報
酬
や
市
長
ら
の
給
料
を
自

分
で
引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
い―

―

共
産
党
・
久
永
か
ず
え
は
、
ブ
レ
ず

に
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

森
友
・
加
計
疑
惑
、
自
衛
隊
日
報
隠
し
、
裁
量
労
働

制
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
沖
縄
県
民
の
意
思
を
ま
っ
た
く

聞
か
ず
新
基
地
埋
め
立
て
強
行
、
毎
月
勤
労
統
計
の

不
正
・
偽
装…

異
常
な
ま
で
の

「ウ
ソ
・
ゴ
マ
カ
シ
・

強
権
政
治
」
は
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
。
４
月
市
議
選
、
７
月

参
院
選
で
市
民
の
思
い
を
示
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
す
。

　

く
ら
し
が
楽
に
な
っ
た

と
は
言
え
な
い
市
民
が
96
％

〈
共
産
党
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
〉。

ナ
ノ
に
負
担
増
を
か
ぶ
せ

る
市
長
提
案
に
、
自
民
ク
・

公
明
等
は
何
で
も
賛
成
。

　
議
員
定
数
削
減
は

「
経
費
節
減
の
た
め
」

の
は
ず
。
ナ
ノ
に
議

員
報
酬
は
年
58
万
円

も
ア
ッ
プ
。
経
費
を

逆
に
増
や
す
「
お
手

盛
り
」
報
酬
引
き
上

げ
に
自
民
ク
・
公
明

等
は
黙
っ
て
賛
成
。

⇒
共
産
党
・
久
永
市
議
が
昨
年
12
月

　
議
会
の
質
問
で
示
し
た
料
金
比
較

安保法制反対の請願

共産党
　　　など

◎賛成

自民ク
・公明
×反対

共謀罪法案反対の請願

共産党
　　　など

◎賛成

自民ク
・公明
×反対

〈2015 年 9 月〉

〈2017 年 6 月〉

※自民ク＝自民クラブ
　　　　　( 市議会の会派名 )

ウソとゴマカシ
はもういいから、
アベさん 1日も
早く辞めてほしい

議員報酬のお手
盛り値上げなん
て、市民のくらし
を考えないのか

高い水道料金、
国保税。負担が
重く、くらしが
大変です

な
  ど



市ためこみ金    約 52 億円

「安倍政権サヨウナラ」 の意思を示そう !

財源はあります 市予算   312 億円

消費税 10% ストップ、　憲法 9 条守ろうと全力

くらし応援へ
いまあるお金の

有効活用を

くらし応援へ
いまあるお金の ●市予算 312 億円

●ためこみ金 約 52 億円

市
民
の
声
で
エ
ア
コ
ン
全
教
室
設
置
が
実
現
。
こ
の
力
で

今度
は

体
育
館   

エ
ア
コ
ン
を
高
校
生
ま
で
医
療
費
完
全
無
料
に

小
中
学
校
給
食
費
無
料
化
を

「ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
改
善
す
す
め
た
市
民
の
声
で

今度
は

バ
ス
増
車
・
ダ
イ
ヤ
改
善
く
ら
し
の
〝
足
〞

も
っ
と
便
利
に

負
担
を
減
ら
し
て  

く
ら
し
を
応
援

1
人
1
万
円

国
保
税
　
　
引
き
下
げ
水
道
料
金
引
き
下
げ

介
護
負
担
軽
減

▼
党
市
政
策
委
員
長

長
坂
よ
し
　
の
り

▼
市
議久

永
か
ず

   

え

実現へ力を
　　あわせましょう

に

  

も

緊
急
時
の
避
難
場
所

　

エ
ア
コ
ン
設
置
が
５
月
施
工
と
決
ま
り
「ヤ
ッ
ト
だ
ね
」

「で
も
良
か
っ
た
」
と
喜
び
の
声
。
夏
の
猛
暑
、
冬
の

寒
さ
を
何
と
か
し
て
と
、
子
ど
も
た
ち
や
父
母
、
祖

父
母
、
P
T
A
な
ど
多
く
の
市
民
が
声
を
あ
げ
て
、

市
政
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
市
民
に
も
っ
と
あ
た
た
か
い

環
境
づ
く
り
を
。

　

走
り
続
け
て
19
年
目
、
年
18
万
人
以
上
が
利
用
す
る

「ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
は
、
欠
か
せ
な
い

「く
ら
し
の
足
」。

「も
っ
と
便
利
に
」
の
声
で
、
JR
駅
発
着
・
名
鉄
駅
と

の
連
絡
な
ど
改
善
が
進
行
中
で
す
が
、
「昼
の
便
が
な

い
」
「同
方
向
は
3
時
間
待
ち
」
な
ど
の
声
も
。
バ
ス

の
台
数
を
も
っ
と
増
や
し
、
運
行
ダ
イ
ヤ
も
さ
ら
に

利
用
し
や
す
い
も
の
に
改
善
を
。

小
学
校
10
円
、
中
学
校
20
円

〈
1
食
分
〉
を
値
上
げ
し
た

学
校
給
食
費
。

値
上
げ
分
は
約
2
9
0
0
万
円
。
市

予
算
の
わ
ず
か
0
・
09
%
の
や
り
く

り
で
元
に
戻
せ
ま
す
。
さ
ら
に
給
食

費
無
料
化
を
。

こ
の
4
年
で
1
市
議
58
万
円
余

も
引
き
上
が
っ
た
議
員
報
酬
。

市
財
政
は
計
1
1
０
０
万
円
以

上
の
支
出
増
で
す
。

報
酬
増
額
分
で
バ
ス
１
台
増
や
せ
ま

す
〈
１
台
１
千
万
円
〉。
４
台
増
車
し
て
も

４
千
万
円
。
市
予
算
の
0
・
13
%
分

で
十
分
で
す
。

国
保
税
を
１
人
1
万
円

引
き
下
げ
る
の
に
必
要

な
の
は
約
１
・
６
億
円
。

市
予
算
の
わ
ず
か
0
・

５
%
分
で
す
。

　

「国
保
税
が
高
い
」
「滞
納
す
る
と
取
り
立
て
が
ヒ
ド

イ
」
「介
護
保
険
と
言
っ
て
も
利
用
料
が
高
く
て
使
え

な
い
」
「水
道
料
金
が
高
い
。
知
多
半
島
５
市
で
一
番

高
い
な
ん
て
」―

―

負
担
軽
減
へ
の
切
実
な
声
に
こ
た

え
、
く
ら
し
を
応
援
す
る
市
政
に
。

　

ゴ
ミ
袋
代
の
値
上
げ
な
ど
、
許
し
ま
せ
ん
。

大府市
からも

2 名を市政へ
共産党 2議席で
議案提案権を回復

くらし応援へ
もっとがんばり
ます。

議案提案権を回復

〈2018 年度一般会計当初予算〉 〈財政調整基金・2018 年度末見込み額〉


